
介
護
保
険
法
が
自
民
・
公

明
・
民
主
の
賛
成
多
数
で

改
悪
さ
れ
、
一
〇
月
か
ら

特
養
ホ
ー
ム
な
ど
の
食
費
・

居
住
費
が
全
額
利
用
者
負

担
に
な
り
ま
す
。

生
活
保
護
世
帯
や
年
金

八
〇
万
円
以
下
の
新
・
第

２
段
階
ま
で
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

以
上
の
階
層
で
は
大
幅
な

負
担
増
に
な
り
、
第
４
段

階
か
ら
の
個
室
利
用
で
は
、

現
在
五
万
一
千
円
か
ら
一

〇
万
二
千
円
に
「
一
挙
に

倍
額
」
に
な
り
ま
す
。

軽
度
介
護
者
を
排
除

平
成
十
八
年
四
月
か
ら

は
、
「
新
予
防
給
付
」
が

ス
タ
ー
ト
し
、
今
ま
で
の

要
介
護
１
が
新
・
要
支
援

２
と
新
・
要
介
護
１
に
な

り
、
要
支
援
で
は
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
ま

す
。
家
事
援
助
は
一
律
に

カ
ッ
ト
し
な
い
と
い
い
ま

す
が
、
「
新
予
防
給
付
」

の
真
の
狙
い
が
給
付
の
抑

制
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
利

用
し
に
く
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
の

リ
ス
ト
ラ
始
ま
る

関
係
者
の
話
に
よ
る
と

介
護
保
険
事
業
者
は
、
ヘ

ル
パ
ー
利
用
が
減
少
す
る

こ
と
か
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
解

雇
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
特
養
施
設
で
も
利

用
負
担
増
か
ら
入
所
を
見

合
わ
せ
、
空
き
が
目
立
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
低
所

得
者
の
食
費
負
担
助
成
制

度
な
ど
、
改
悪
さ
れ
た
も

と
で
も
自
治
体
独
自
の
改

善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

六
月
末
に
株
式
会
社
ク

ボ
タ
が
従
業
員
や
家
族
、

周
辺
住
民
へ
の
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
の
状
況
を
発
表
し

ま
し
た
。
国
の
対
策
の
遅

れ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
被
害

者
が
増
大
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト

は
そ
の
九
割
が
建
設
資
材

に
使
わ
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
、
埼
玉
土
建
一

般
労
働
組
合
飯
能
日
高
支

部
よ
り
「
石
綿
暴
露
対
策

を
国
に
求
め
る
請
願
」
が

提
出
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
、
石
綿
の
輸

入
や
製
造
、
在
庫
な
ど
の

徹
底
調
査
と
全
面
禁
止
。

労
災
認
定
を
基
本
的
に
見

直
し
、
国
民
の
健
康
被
害

を
救
済
す
る
新
た
な
救
済

制
度
の
早
期
実
現
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

飯
能
市
で
も
二
五
箇
所
の

公
共
施
設
で
使
用
が
疑
わ

れ
現
在
調
査
中
で
す
。
財

政
措
置
も
含
め
て
国
の
充

分
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
度
も
「
小
泉
旋

風
」
で
し
た
。
議

席
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
、
た
し
か

に
残
念
な
こ
と
で

す
が
、
「
確
か
な

野
党
が
必
要
で
す
」

と
訴
え
た
日
本
共
産
党
が
九
議

席
を
確
保
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
「
旋
風
」

に
吹
き
飛
ば
さ
れ
ず
に
も
ち
こ

た
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す

か
ら
▼
十
二
日
の
「
総
選
挙
の

結
果
に
つ
い
て
」
の
党
の
声
明

で
も
、
今
度
の
選
挙
結
果
に
つ

い
て
、
自
民
党
が
大
き
く
議
席

を
増
や
し
、
民
主
党
は
大
幅
議

席
減
、
公
明
党
も
後
退
す
る
中

で
日
本
共
産
党
が
比
例
で
三
十

三
万
票
増
や
し
四
百
九
十
二
万

票
獲
得
し
た
こ
と
は
、
「
善
戦
・

健
闘
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

「
旋
風
」
に
負
け
な
い
で
前
進

の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
か
ら
▼
怒
り
が
お

さ
ま
ら
な
い
の
は
自
民
党
が
得

票
率
四
八
％
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
七
三
％
の
議
席
を
獲
得

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
小
選
挙

区
制
が
民
意
を
ゆ
が
め
て
い
る

の
で
す
。
自
・
公
で
比
例
で
五

一
・
五
％
、
選
挙
区
四
九
・
二

％
で
す
。
賛
成
が
半
々
と
い
う

の
も
驚
き
で
す
。
有
権
者
の
本

当
の
思
い
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

を
示
し
て
い
る
数
字
で
す
。
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日 本 共 産 党
飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

９７２－６４０１
山 田 と し 子

９７３－４７１０
新 井 た く み
９７８－０１７５
滝 沢 お さ む

９７２－３８７５
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食
費
・
居
住
費
が
自
己
負
担
に

一
挙
に
倍
額
、
許
せ
ま
す
か

九
月
十
一
日
投
開
票
で
行
わ

れ
た
衆
議
院
選
挙
は
、
比
例
代

表
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
は
全

国
で
現
有
九
議
席
を
守
り
、
北

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
塩
川
て
つ
や

衆
議
院
議
員
が
三
選
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
支
援
い
た
だ
い
た
、
後
援

会
員
、
読
者
、
支
持
者
の
皆
さ

ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。飯

能
市
で
は
、
比
例
選
挙
の

得
票
を
前
回
よ
り
八
六
一
、
小

選
挙
区
で
も
一
一
八
七
票
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
た
し
か
な
野
党
」
に
た
い

す
る
期
待
が
一
票
一
票
に
込
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
厳
粛
に
受

け
と
め
て
、
当
選
し
た
塩
川
て

つ
や
議
員
を
先
頭
に
党
を
あ
げ

て
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

自
民
・
公
明
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
増
税
や
消
費
税
増
税
、
憲
法

９
条
改
悪
の
動
き
が
早
く
も
具

体
的
に
打
ち
出
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
く
ら
し
と
平
和
を
守
る

た
た
か
い
が
本
格
的
に
求
め
ら

れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
へ
の
こ
れ
ま
で

に
倍
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
委
員
会

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
求
め
る
請
願
を
採
択

埼
玉
土
建
飯
能
日
高
支
部
が
提
出

介護保険
特養入所 介護保険料段階別利用料変化

一般特養

多床室
１ヶ月利用料 利用者負担増

第３段階
(年金80～266万)

５６７００円 １４３００円

第４段階～ ７８９００円 ２８２００円

一般特養個室 １ヶ月利用料 利用者負担増

第３段階

(年金80～266万)
６９４００円 ２９６００円

第４段階～ １０１７００円 ５１０００円

ユニット型特養 １ヶ月利用料 利用者負担増

第３段階

(年金81～266万)
９４３００円 ２４７００円

第４段階～ １２６５００円 ３４７００円


